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ESG関連トピック_2023年6月
注目が高まる代替エネルギー

～ペロブスカイト太陽電池

注目が高まる代替エネルギー
2023年5月にIEA（国際エネルギー機関）が公表したレポートで、2023年のクリーンエネルギー投資が

増加し、太陽光発電への投資額が石油生産投資を初めて上回るとの見通しを示しました。化石燃料の代替
として期待される再生可能エネルギーのコストは低下傾向にあり費用対効果が高まっているなか、4月に
行われたG7（主要7カ国）気候・エネルギー・環境大臣会合でも再生可能エネルギー導入拡大が重要事項
として位置づけられました。その中でも、太陽電池の一つである「ペロブスカイト太陽電池」について記
載があり、注目が高まっています。

2023年6月28日

平素は当ファンドをご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。

ESGに身近に感じていただけるよう、関連トピックを取り上げてご紹介します。

ペロブスカイト
太陽電池

シリコン系
太陽電池

メリット
 低コスト
 軽い
 薄くて曲げられる

 変換効率が高い

デメリット  耐久性が低い
 大型化が難しい

 重い
 製造時の電力消費

が大きい

次世代型太陽電池_ペロブスカイト太陽電池とは？
ペロブスカイト太陽電池は、日本で開発された技術で、既存の太陽電池にくらべて塗布などで量産が可

能で生産コストが低く、軽量性や柔軟性にすぐれている次世代型太陽電池です。太陽光発電のうち現在主
流となっているのは太陽光パネルに代表されるシリコン系の太陽電池ですが、重さによる設置場所の制限
など課題があります。一方ペロブスカイト太陽電池は、薄くて軽いフィルム型の電池であることから、重
いものが乗せられない屋根や建物の壁面などさまざまな場所に設置が可能になります。近年、変換効率
（※）の向上が進んでいることもあり、設置場所が広がることでカーボンニュートラルへの貢献が見込ま
れることなどから注目が高まっています。耐久性が低いことや大型化が難しいなどまだ課題はありますが、
実用化に向けて開発が進んでおり、シリコン系太陽電池と合わせて利用が拡大することが期待されます。

ペロブスカイト太陽電池の特徴

※太陽電池が太陽光エネルギーのうちどの程度を電力に変換できるか表した数値

ペロブスカイト太陽電池の活用イメージ

※会社情報等から大和アセット作成

フィルム型のペロブスカイト太陽電池

ビルの壁面 店舗の屋根

自動車の屋根

企業名 変換効率 関連事項

東芝 16.6％ 2023年2月に東急沿線駅での先
行実証実験に電池を提供。

積水化学
工業 15％

2023年5月に東京都との共同研
究において都内に電池を設置し検
証を開始。

ペロブスカイト太陽電池の開発企業例
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日付 ニュース

2023/5/4 米国のバイデン政権が、AI（人工知能）に関する責任あるイノベーションの推進策を
新たに発表。

2023/5/12 経済産業省と国土交通省が、北海道の5区域を、新たに洋上風力発電の有望区域に指定
したと発表。

2023/5/17 GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）が「第８回 機関投資家のスチュワード
シップ活動に関する上場企業向けアンケート集計結果」を公表。

2023/5/24 金融庁が、金融機関が脱炭素を目指すにあたっての論点等について取りまとめた「ネッ
トゼロに向けた金融機関等の取組みに関する提言（案）」を公表。

2023/5/29 金融庁が、インパクト投資の要件、推進のための施策等を取りまとめた「インパクト
投資等に関する検討会報告書（案）」を公表。

先月のESG関連ニュース

MSCI指数の推移
MSCI ACWI ESG Leaders 指数とMSCI ACWIのパフォーマンスを比較すると、5年間でみるとやや上

回るパフォーマンスとなっています。

※2014年10月末を100として指数化、配当込み円ベース。
※上記は過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保
証するものではありません。

（ 2014年10月末～ 2023年5月末）

MSCI ACWI ESG Leaders 指数推移（月次）
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MSCI ACWI ESG Leaders 指数

MSCI ACWI

年率
リターン

MSCI ACWI ESG 
Leaders 指数 （参考）MSCI ACWI

1年 9.9% 9.9%

3年 19.6% 20.1%

5年 12.8% 12.3%

（出所）ブルームバーグ

リターン・リスク（月次）

年率リスク MSCI ACWI ESG 
Leaders 指数 （参考）MSCI ACWI

1年 15.9% 16.3%

3年 15.3% 15.2%

5年 17.0% 17.2%

MSCI ACWI ESG 
Leaders 指数 （参考）MSCI ACWI

2014年
10月末
～

2023年
5月末

0.65 0.63

投資効率（リターン/リスク）

（ 2023年5月末時点）

※各機関HP等から大和アセット作成
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ファンドの目的・特色

ファンドの目的 
 

日本を含む世界の株式に投資し、投資成果を MSCI ACWI ESG Leaders 指数（円ベース）の動きに連動させることを 
めざします。 

（注）「株式」…DR（預託証券）を含みます。 
 
ファンドの特色 
 
 1. ベンチマークである MSCI ACWI ESG Leaders 指数（円ベース）への連動をめざしたポートフォリオを構築しま

す。 
また、運用の効率化を図るため、日本を含む世界の株価指数との連動をめざす ETF（上場投資信託証券）、株価指数
先物取引を利用することがあります。 

 
 

2. 当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。 
 

ファミリーファンド方式とは、投資者のみなさまからお預かりした資金をまとめてベビーファンド（当ファンド）と
し、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

●MSCI ACWI ESG Leaders 指数について 
先進国と新興国からなる全世界の株式の中から、ESG 評価（環境：Environmental、社会：Social、ガバナンス： 
Governance）が高い企業の株式を抽出し、時価総額で加重した指数です。 

 
[特徴] 

• 「MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス」を構成する地域別指数に組み入れられている企業のス 
クリーニングを行ない、適格銘柄の順位付けをしたうえで、地域別指数の各セクターについて、時価総額の 50％
をカバーする企業の抽出をめざしています。MSCI ESG レーティングおよび MSCI ESG Controversies Scores
の適格性基準に満たない企業、またアルコール、ギャンブル、たばこ、銃器などに関与している企業は除外されま
す。 

• ESG 評価の優れた全世界の株式の動きを表す代表的なベンチマークです。 
 
 
 
 
 
 

 
 

※くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 
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≪「MSCI ACWI ESG Leaders指数」をベンチマークとして選定した理由≫

≪ESG指数の提供会社としてMSCI Inc.を採用した理由≫
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≪「MSCI ACWI ESG Leaders指数」の算出概要≫
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ファンドの費用

投資リスク
 
当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証
されているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰
属します。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 
 

「株価の変動（価格変動リスク･信用リスク）」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、「その他（解約申込みに
伴うリスク等）」 
※基準価額の動きが指数と完全に一致するものではありません。 
※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 

 
 

（注）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことがで
きません。 

※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。また、上場投
資信託証券は市場価格により取引されており、費用を表示することができません。 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 

投資者が直接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

購 入 時 手 数 料 
販売会社が別に定める率 

※徴収している販売会社は 
ありません。 

 
― 

信託財産留保額 ありません。 ― 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

運 用 管 理 費 用 
（ 信 託 報 酬 ） 

年率 0.209％ 
（税抜 0.19％） 

運用管理費用の総額は、日々の信託財産の純資産総額に対
して左記の率を乗じて得た額とします。運用管理費用は、
毎日計上され、毎計算期間の最初の 6 か月終了日（休業日
の場合翌営業日）および毎計算期末または信託終了のとき
に信託財産から支払われます。 

その他の費用・ 
手 数 料 

（注） 
監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・オ
プション取引等に要する費用、資産を外国で保管する場合
の費用等を信託財産でご負担いただきます。 

6/8



URL https://www.daiwa-am.co.jp/   お問合わせ 0120-106212 (受付時間 9:00～17:00)

当資料のお取扱いにおけるご注意
当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和アセットマネジメント株式会
社が作成したものです。

当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」
の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は大きく変動します。したがって、
投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失はすべて投資者に
帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。

投資信託は預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま
せん。証券会社以外でご購入いただいた投資信託は投資者保護基金の対象ではありません。

当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するも
のではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するもの
ではありません。記載する指数・統計資料等の知的所有権、その他一切の権利はその発行者および許
諾者に帰属します。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆さまの実質的な投
資成果を示すものではありません。記載内容は資料作成時点のものであり、予告なく変更されること
があります。記載する投資判断は現時点のものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものでは
ありません。

当資料中で個別企業名が記載されている場合、あくまでも参考のために掲載したものであり、各企業
の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証する
ものではありません。

分配金は収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するも
のではありません。分配金が支払われない場合もあります。
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取扱い販売会社

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
日本投資
顧問業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社SBI新生銀行
(委託金融商品取引業者
株式会社SBI証券)

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

株式会社SBI新生銀行
(委託金融商品取引業者
マネックス証券株式会社)

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

ソニー銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長(登金)第578号 ○ ○ ○

株式会社千葉銀行 登録金融機関 関東財務局長(登金)第39号 ○ ○

PayPay銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長(登金)第624号 ○ ○

auカブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第61号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○

大和コネクト証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第3186号 ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第165号 ○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

2023年6月28日　現在

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

ｉＦｒｅｅ 全世界株式ＥＳＧリーダーズ・インデックス

上記の販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によって、新規のご購入の取扱いを行っていない場合や、お申込み
方法・条件等が異なります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。 8/8
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